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悩みや不安を抱えるこども・若者の現状と支援状況 
 

 

１ 困難を有する子供・若者の現状等【令和４年度版 子供若者白書抜粋】 

 

 １５～３９歳の若者無業者の数は、令和３年で７５万人であり、１５～３９歳人口に

占める割合は 2.3％であった。（第 3-3 図）。総務省が平成２９年１０月に実施した調査

では、就業希の若年無業者が求職活動をしていない理由として、病気・けがや勉強中の

者を除くと、「知識・能力に自信がない」、「探したがみつからなかった」、「希望する仕

事がありそうにない」といった回答がみられる（第 3-4 図）。 
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 小学生・中学生の不登校児童生徒数は、平成 25 年度から令和２年度にかけて、８年

続けて前年を上回っている（第 3-5 図）。不登校の要因を見ると、小学生・中学生では、

「無気力・不安」の傾向があること、「いじめを除く友人関係をめぐる問題」を抱えて

いること、「家庭に係る状況」等が多く見られる（第 3-6 図）。 
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 高等学校中途退学者は、令和２年度は約３万５，０００人、中退率は１．１％となっ

ている（第 3-7 図）。中退事由としては、学校生活・学業不適応、進路変更が多くみら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 福岡県青少年の意識・ニーズに関する調査報告書（令和６年３月）【抜粋】 

 

（１）調査方法及び対象者 

調査の種類 対象 調査方法 

小・中・高校生調査 県内小学校（6年生）、中学

校（2年生）、高等学校（２

年生）、各 4,800 名 

学校を介して調査票及びWEB 

回答画面にアクセスするQRコ

ードを記載した調査依頼状を

配布。小学６年生はWEB、調査票

のいずれかで回答、中学２年

生、高校２年生、保護者はWEB 

で回答  

小・中・高校生保護

者調査 

県内に在住する小学校（6

年生）、中学校（2 年生）、

高等学校（２年生）の保護

者、各 4,800 名 

                       ＊前回調査は、令和２年に実施 

 

（２）調査結果 
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３ 子ども総合相談窓口への相談状況 

 

子ども総合相談窓口では、妊産婦、乳幼児、学齢期以降の 18 歳までの児童やその養

育者を対象に、母子保健や子育てに関する相談に応じる。その後、家庭訪問やそれぞれ

のニーズに応じた情報提供、関係機関の繋ぎといった継続的支援に取り組んでいる。 

 

（1）相談内容種別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）相談内容の対象者別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 若者相談窓口「みらくる」へ寄せられる相談状況 

 

令和４年４月１日より、久留米市青少年育成センター内に、概ね中学校卒業後～39歳

までの若者を対象とする相談窓口を設置し、関係機関・団体等と連携協力しながら、適

切な支援機関等の紹介、情報提供、マッチング等、一人一人に寄り添った支援を行って

いる。 
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（１）若者相談窓口「みらくる」での相談件数 

  項 目  令和４年度 令和５年度    合 計 

①新規件数     ７４件 ９７件        １７１件 

新規の内訳 終結  ５８件 

継続  １６件 

終結  ８２件 

継続  １５件 

終結  １４０件 

継続   ３１件 

②継続支援（延べ） ２３８件 ３４２件 ５８０件 

合計（①+②） ３１２件 ４３９件 ７５１件 

 

（２）新規相談者（１７１人）の属性・相談内容等 

№ 項 目 令和４年度 令和５年度 合 計 

 

相

談

者 

若者本人 

母親： 

家族 

関係機関 

その他 

14人（19％） 

21人（28％） 

9人（12％） 

28人（38％） 

2人（ 3％） 

24人（25％） 

18人（19％） 

12人（12％） 

39人（40％） 

4人（4％） 

38人（22％） 

39人（23％） 

21人（12％） 

67人（39％） 

6人（ 4％） 

 

年 

 

齢 

18歳未満 

18～20 

20～30歳 

30～40歳未満 

40歳以上 

不明 

19人（26％） 

11人（15％） 

27人（36％） 

12人（16％） 

１人（ 1％） 

4人（ 6％）  

40人（41％） 

17人（17％） 

25人（27％） 

6人（ 6％） 

6人（ 6％） 

3人（ 3％） 

59人（35％） 

28人（16％） 

52人（30％） 

18人（11％） 

7人（ 4％） 

7人（ 4％） 

 

 

 

 

 

相

談

内

容 

 

・ 

 

重

複

あ

り 

学業・進級・進学 

不登校 

ひきこもり 

将来の不安 

就労・就職 

対人関係 

生活困窮 

身体的不安 

情報入手 

暴力・非行 

ゲーム等依存 

昼夜逆転 

ニート 

自殺（自傷） 

発達障害 

精神疾患 

知的障害 

親子不和 

虐待（疑い） 

家庭内暴力(DV) 

育児・子育て 

その他（問合せ） 

14人（ 7％） 

11人（ 6％） 

12人（ 6％） 

21人（11％） 

15人（ 8％） 

7人（ 4％） 

7人（ 4％） 

3人 

30人（16％） 

3人 

3人 

1人 

3人 

1人 

4人 

12人（ 6％） 

0人  

6人（ 3％） 

0人 

1人 

1人 

35人（18％） 

22人（ 7％） 

28人（ 9％） 

18人（ 5％） 

40人（13％） 

14人（ 4％） 

14人（ 4％） 

10人（ 3％） 

5人 

39人（12％） 

2人 

2人 

3人 

1人 

1人 

2人 

17人（ 5％） 

6人 

15人（ 4％） 

2人 

4人 

3人 

57人（18％） 

36人（ 7％） 

39人（ 7％） 

30人（ 6％） 

61人（12％） 

29人（ 5％） 

21人（ 4％） 

17人（ 3％） 

8人 

69人（13％） 

5人 

5人 

4人 

4人 

2人 

6人 

29人（ 5％） 

6人 

21人（ 4％） 

2人 

5人 

4人 

92人（19％） 
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５ 久留米市の少年非行等の現状 

 

（１）少年非行 

① 刑法犯少年検挙補導人員【居住地別：久留米市】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 令和５年中 刑法犯少年検挙補導人員６８人の学職別内訳 

【居住地別：久留米市】 

小学生 中学生 高校生 大学生等 有職 無職 

６ １７ ２７ ５ １１ ２ 

                             単位（人） 

 

（２）薬物乱用 

 

薬物乱用検挙補導状況 【居住地別：久留米市】 

 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 令和 5年 

シンナー ０ ０ ０ ０ ０ 

覚醒剤 ０ ０ ０ ２ ０ 

大麻 ２ ３ ４ １ １１ 

                              単位（人） 

（３）子どもの被害 

久留米市内における不審者、変質者発生の情報数 
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